第1章　情報ビジネスの歴史

これまでの情報ビジネスのイメージはというと一般的に…

・高額
・ホームページが下品
・煽りまくる
・セールスがしつこい
・詐欺的な商材が多い

こういった面が強くありました。2006年当時はまだクリーンな業界だっただけに、こうした印象を持たれるのは非常に残念でした。
なぜ、こうしたイメージが強くなったのかというと、これは情報ビジネスの歴史を辿るとよくわかります。そして、ここに第三世代情報ビジネスで結果を出すためのヒントも隠されています。
もともと情報ビジネスというのは諸説ありますがアメリカ発祥のビジネスです。
その後2000年から2002年ぐらいに日本に入ってきました。
インフォトップという情報ビジネス専用のASPが立ち上がり、情報ビジネスの盛り上がりは絶頂期を迎えるのです。
当時はインフォトップの商品審査もありましたので、あからさまな詐欺商品はありませんでした。
また消費者庁も情報商材に目を光らせていたので極端な誇大広告はすべて行政指導が入っていました。
それでも一部の販売者は売るためにギリギリのラインで誇大的な言葉を使ったり「お客様の声」を捏造したりしていたので「怪しい業界」というイメージはついていました。
インフォトップをはじめとするASPへ登録をすると、どうしてもアフィリエイトという仕組みが付き物です。
簡単に説明をすると、これは楽天やAmazonなども同じですが、ASPと販売者とアフィリエイターは運命共同体と言えます。
例えばインフォトップを利用すると、どうなるかというと、まずインフォトップへ商品登録を行います。
この商品を見たアフィリエイターは自分のブログやメルマガで私の商品をアフィリエイトしてくれます。これ自体、良いことでもあり悪いことでもありま
す。
どういうことかというと、販売者側でアフィリエイターを選ぶことは出来ないのです。
アフィリエイターの中には真面目にアフィリエイトを行ってくれる者もいれば、売れたら何をしてもOKというスタンスでアフィリエイトを行っている者もいます。
この両方がアフィリエイターとして付くということ。
そして売れればOKというスタンスでアフィリエイトを行っている連中が暴走
を始めるのです。
販売者に許可なく勝手に返金保証を付けたり、本来の商品とは全く違った商品紹介をしたり酷い場合は勝手に商材の一部を公開する悪質なアフィリエイターもいました。
しかし、これが次なる歴史を生んでしまうのです。
ASPを使わず独自決済で販売を行う方が徐々に増えてきました。
すると、だんだんとASPを使わなくてもいいのでは？という流れになってきた
のです。
なぜかというとASPを使うと黙っていても販売手数料が取られるからです。
だいたい当時で商品一個売れるたびに8〜10％のASP手数料が取られていて、それ以外にもカード決済手数料やらが引かれ、その上アフィリエイターへ報酬も払わなければいけない。
そしてそのアフィリエイターは先ほど言ったような不正を行っているとなると、割りに合わないと感じる販売者が増えてきたのです。
そうして徐々にASP離れが加速するようになってきました。
ASPを使わずとも独自決済で行い、なおかつ実力があり信頼できるアフィリエ
イターとだけ手を組める方法はないか…と考え出されたのがアフィリエイトセ
ンターというものです。
これは一言でいえば小さなASPです。販売者が個人でASPを運用するような
仕組みで主にプロダクトローンチでリストを集めるために利用されていました。
1リスト500円というのが相場で、アフィリエイターは販売者の用意した無料
の案件を紹介し登録があった数だけ報酬が支払われるという仕組みです。
この仕組みが大ヒット。販売者はプロダクトローンチというマーケティング手
法を使って30万円以上する商品を売りまくった。一方アフィリエイターは狂っ
たように無料オファーを紹介しまくり報酬を得ていた。
まさに狂気的な盛り上がりを見せ、この頃、仮想通貨も盛り上がっていたので一部の販売者はプロダクトローンチを使って詐欺的な仮想通貨も販売していたのです。
こうなると、すでに「情報ビジネス」ではなくなり、ただの仮想通貨詐欺となっていたのです。
結局、アフィリエイトセンターという仕組みはインフォトップのように監視す
る会社がいなく、すべて個人の裁量で行われるため、稼げれば何をやってもOK
というスタンスの輩にとっては最良のビジネスモデルだったのです。
今でも一部、こういう輩は残っていますが、2018年頃には世の出回る無料オファーの9割は詐欺商材と言われるまでになり、中身を知っている私からしても、9割という数字は当たっていると感じました。
おそらくあなたも一度ぐらいは体験したことがあるはずです。
SNS、メルマガなどで「無料で教えます！」みたいな広告見たことありませんか？
あれがプロダクトローンチの入り口です。
「無料なら、とりあえず登録だけしてみようか」と登録したら最後（笑）彼らはあなたが商材を買うまでしつこく付きまといます。
具体的には30分から1時間程度の動画を約一週間、毎日見せ続けるのです。
も
ちろん無料で。
この無料動画で彼らの持っている知識はすべて出し尽くします。
あなたを信じ込ませるために。
さらに演者をランサーズなどで雇って「このノウハウを使って成功しました！」的な“作品”をこれでもかというほど見せて、洗脳させます。
ちなみにホームページなどでよく見る「お客様の声」とか「成功事例」とか、あれってほとんど演出ですからね。
みんなお金払って書いてもらっているのです。
言っておきますが、これは情報ビジネスに限ったことではありません。
例えば化粧品とか居酒屋とかそういったところの「お客様の声」の類はほとんど演出です。
「まさか！？」と思うならランサーズを見てください。

■ランサーズ
https://www.lancers.jp/

信じられないかも知れませんが、平気で「お客様の声」を捏造しているのです。
これ、詐欺でしょ。
お客様の声を捏造して信用させようとしているのですから。
そして、大手が堂々とこうした仕事を依頼している。
さらにランサーズはそれに加担していると言えます。
話を戻すと、このようなありとあらゆる手段を使って、無料登録した人たちを洗脳させていきます。
そして仕上げは30万円から50万円の高額商材のオファーです。
「これを買えばあなたも成功できます」みたいな（笑）
もう笑っちゃうぐらいワンパターンです。
昔はこれを高額塾に使っていたんです。
しかし先ほども話したように、後に仮想通貨に使われるようになりました。
「いまこの仮想通貨を買っておけば値上がり間違いなし」といった口説き文句です。
〇〇コインといった何の役にも立たない、人生ゲームのお金のようなものが30万円から100万円で売られていたのです。
しかし、当然こんなやり口が⻑続きするはずもなく、また真面目に取り組んでいた情報販売者も同類とみなされ、まとめてみんな去っていったのです。
これが2015年から2018年頃の出来事です。だから未だに情報ビジネスという
ものにマイナスのイメージを持っている人も多いです。
簡単に書きましたが、これが情報ビジネスの歴史です。この歴史を知れば、
これからの情報ビジネスで絶対にやってはいけないことが見えてきます。
まず、お客様の声や販売実績などを使って煽る行為。これらは、一般ユーザーも、そろそろ気が付いていて、お客様の声には嫌気がさしています。
次に無料で登録させる行為。さらに無駄に⻑いセールスレター。これらはすべて情報ビジネスが悪とレッテルを貼られた時の行為になりますので、これからは絶対に行ってはいけません。
これを知っただけでもかなりのアドバンテージです。
なぜなら、いまだにこういったい行為を行っている人もいますし、これから情報ビジネスを行おうと思っている方は、こうした歴史があることを知らずに同じ行為を繰り返す可能性があるからです。
なお、これらの行為を知らずにでも行えば、過去に一度でも騙されたことのある人にとっては、あなたも詐欺師同然になってしまいます。例えば真面目にやっていても、レターが⻑くなっただけで詐欺師のレッテルが貼られる場合もあります（極端ですが）
これを常に頭に入れておきましょう。
では、次の章ではいよいよ情報ビジネスの始め方を説明していきます。

第2章　情報ビジネスとは

具体的なやり方に入る前に、そもそも情報ビジネスとは、どんなビジネスモデルなのか？という話を少ししておきます。これから自分が行うビジネスがどんなものか知らないというのは愚かなことですからね。
情報ビジネスとは諸説ありますがアメリカ発祥のビジネスで、自分の持ってい
るノウハウや秘匿性の高い情報などを商品化しネット上で販売するビジネスで
す。商品はあくまでもノウハウや情報な為、仕入れにかかる費用が無いので、
誰でも、ほぼノーリスクで始めることが出来ます。先ほど歴史を話しました
が、まだここ20年ほどのビジネスです。サラリーマンや主婦が副業として情報
ビジネスを行うこともできるので、副収入を得る手段としても非常に人気が高
くなっています。
情報ビジネスの最大の特徴は、何と言っても仕入れがなく利益率は、ほぼ100％だということ。誰かが言っていましたが情報ビジネスとは頭の中をお金
に換える素晴らしい職業だと。
ある意味では、弁護士や学校の先生も自分の知識を売っているわけですから情報ビジネスと言えます。
ただ、ここで言う情報ビジネスとは誰でもできるビジネス。
学校の先生や弁護士のように資格や特別なスキルは必要ありません。
これまでの情報ビジネスの流れ（第二世代まで）は次のような流れでした。

１・商材を作成する
まず売るための商材を作ります。ここは大きく二つの方法がありました。一つは自分自身で持っている情報を売る場合。この場合は自分の経験やスキルを冊子やDVD、PDFファイルなどにして、まずは商材を用意していました。これが販売者の商品になるわけです。もう一つ方法があります。それがジョイントするということ。
第二世代情報ビジネスはこれが主流でした。自分に特別なノウハウがない場合は、ノウハウを持っている人を見つけてきて、その人に商材を作ってもらいます。
この場合は、ノウハウ提供者と販売者で利益を分け合うことになりますが、相場はノウハウ提供者3、販売者7といった感じが多かったように思えます。
要は、情報ビジネスのやり方は知っているが、自分にノウハウがない、そんな場合はノウハウを持っている人とジョイントし、お互いの欠点を補いなが
ら稼ごうというのがジョイント（ビジネス）です。この方法は第三世代でも使える手法ではあります。あなたは、この教材で情報ビジネスの運用の仕方を学ぶ。
あとは、ノウハウを持っている人を見つけてきてパートナーを組み稼いでいく。手段の一つとしては悪くはありません。

2・ホームページを作る
いずれかの方法で商品が出来上がったなら、それを販売するためのホームペー
ジを作ります。よく見かけると思いますが、ペラページ（1カラム）の長いホームページですね。
よく使われていたのはワードプレスというオープンソースタイプのホームページ制作ソフト。
一昔前ではホームページビルダーなどでサイトを作っていました。
情報ビジネスへチャレンジするも稼げなかった人の9 割は、この1と2、商材つくりとホームページ作りで挫折してしまった人です。
つまりは、この二つさえクリアすれば限りなく成功へ近づくということでもあ
ります。
そのことをまず覚えておいてください。

3・マーケティング
マーケティングは第一世代と第二世代で大きく分かれました。第一世代では商
材とホームページが出来上がったらまず、ASP（アプリケーションサービスプロバイダー）に登録していました。インフォトップがもっとも有名なASPになります。ここに登録することにより、数多くのアフィリエイターが付き、彼らが勝手に商品を売ってくれます。しかし、前章で話したように、このことによるデメリットも大きかったです。
このデメリットを嫌う人は独自路線としてメルマガ広告やアドワーズ広告など
を使って売っていました。これが第一世代のマーケティングで今もこの流れは
残っています。次に第二世代ですが、これも先ほど話した通り。基本的にASP
を使わずにアフィリエイトセンターというものを使い、手法はプロダクトロー
ンチです。本来プロダクトローンチは素晴らしいマーケティング手法なのです
が、残念なことに日本では詐欺師がこの手法を使ってしまったことで、今では
プロダクトローンチ＝詐欺という認識が広まってしまいました。
第一世代、第二世代はこうした流れで情報ビジネスが行われていました。
では、実際にどういった商品を売っていたのかを見ていきましょう。
■情報ビジネスで売れるジャンル
では、一体情報ビジネスではどういったジャンルの商品がよく売れているの
か？
これはインフォトップを見ればよく分かります。

・インフォトップ
https://www.infotop.jp/

インフォトップでは24時間ランキングと過去1週間、30日間のランキングを
見ることが出来ます。これを見れば分かると思いますが、9割が「お金を稼ぐための情報」です。細かなジャンルで言えばアフィリエイト、FX、せどりなどですが、すべてお金を稼ぐための情報です。
たまに恋愛系と言われるジャンルが見られますが、ほぼほぼ全てがお金に関するものばかりです。
一昔前は情報ビジネスには売れる三大要素があるなんて言われていました。

1・お金に関するジャンル
ネットビジネス、SEO、ワードプレスのテンプレート、せどり、アフィリエイト、
FX、株式投資、バイナリーオプション、仮想通貨など。

2・恋愛に関するジャンル
異性にモテる方法、片思い解決、復縁、夫婦円満の秘訣、セックスレス解消、
占い、合コン必勝法、出会い系マニュアルなど。

3・コンプレックス解消系
ダイエット系、薄毛解消、バストアップなど

以上が情報ビジネスで売れる三大要素で、これプラス「スキルアップ系」として英会話、犬のしつけ、プログラミングなどが続いていました。しかし第二世代の後半にかけては「お金に関するジャンル」のみが勝ち組ジャンルとなってしまいました。
ここまでが情報ビジネス第二世代までの流れです。
それが、第三世代ではどうかるのか？を早速見ていきましょう。

第3章　第3世代情報ビジネス

まず第三世代情報ビジネスでは基本的に第一世代、第二世代のようにひとつの
商材が数万円で売られることはありません。
基本は数百円（100円から500円程度が一般的）そして、信頼と実績を得た人だけが3000 円から5000 円程度で売ることが出来ます。そして、ここで言う「信頼と実績」というのは第一世代、第二世代までの信頼と実績はまるで関係ありません。つまり、過去の実績もすべて一度リセットされるということです。もちろん、第一世代、第二世代で真面目にやっていて、そこで身に付いたスキルは第三世代でも使えます。
ただし、直接の信頼と実績という意味においては皆ゼロからのスタートとなり
ます。これはホームページ内でも説明しましたが第三世代情報ビジネスは第二
世代の行き過ぎた拝金主義を反省点として作られたビジネスモデルになってい
るからです。そもそも情報ビジネスという呼び名自体さえも嫌われる傾向にあ
ります。これは実際にあった話ですが、第二世代で爆発的に稼いだ起業家が、第三世代情報ビジネスの話を聞きつけて早速参加したそうです。しかし、彼のビジネススタイル、第二世代のように煽って煽って煽りまくって売るスタイルは全く通用せず一円も稼げなかったそうです。
焦った彼は第二世代の時の悪い癖でお客様の声を捏造したり画像を加工した嘘
の実績を掲載するなどしました。すると途端にIDが永久停止になったそうです。
このように過去の実績はまったく役には立たないのです。全員がゼロからスタ
ートということは、とても健全なビジネスモデルだと思います。
次に第三世代になって変わった点はというと、売れるジャンルです。
第二世代までの売れるジャンルは先ほど書いた通りです。しかし第三世代では、そもそも情報ビジネスという概念さえも打ち破っていますので、結論を言ってしまえば何でも売れます。
これは値段設定にも秘密があると思うのですが、例えば第三世代では、素人が書いた漫画などがよく売れています。しかしさすがに素人が書いた漫画がプロの書いた漫画以上の値が付くことは滅多にありません。
「投げ銭」のように100円200円みたいに、ちょっと読んでみようかなと思え
るレベルで値段を付ける。一般的に100円の商品には誰もあまり期待はしませ
んよね。でも、100円でも「こんなに面白んだ！」と思わせることが出来れば、そこにはサプライズ効果が生まれ、その読者は一生涯、あなたの作品を読みたくなります。これが第三世代の信頼の得方でこれが極めて重要なノウハウになります。
第三世代はまだ始まったばかり。
だから正直言って、僕たちもどんな商品が売れるかは、まだ手探り状態です。
とんでもないものが売れたり、うそでしょ！と思うような情報が売れたりする
こともあります。そういった宝探しのような要素があるのが楽しいと思います。

・第三世代主なコンテンツ
お金に関する情報（第二世代までと同じ）、男女の悩み相談、コンプレックス系、占い、趣味嗜好を生かしたもの、漫画、画像、普段の日記、料理のレシピ、生活の知恵、スマホの裏技的な使い方などなど。
ここに挙げたものは、ほんの一例です。第一第二世代を行っていた僕たちにとっては、信じられないコンテンツが売れていたりします。例えば何でもないiPhoneで撮った写真とか、素人が作った音楽とか、おじいちゃんが書いた川柳とか（笑）
ここで大事なことは常識にとらわれないということ、そして「こんなもの売れない」と決して思わないことです。何でもないあなたの“何か”がお金に変わる時代になったということです。

次に第三世代になって変わった点と言えば商材そのものの形式です。歴史を辿
ると昔は冊子が主流でした。その後パソコンの9 割にDVDドライブが付いた
ことで商材をCDやDVDに落として発送する形になりました。
時代は進みパソコンからスマホへ。パソコンにもDVDドライブが付いていない機種が増えてきたことで商材はDVDからPDFファイルに変わりました。
さらに第三世代は先ほど書いたように商材自体が多様化してきたことから、形式にとらわれないようになりました。
未だに一部、有形物を発送しなければいけないというプラットフォームもありますが、そういう古い価値のところは淘汰されていくでしょう。
基本はデジタルコンテンツでの納品となります。
次に第三世代になって変わった点、それは必ずしもホームページが必要ではな
いということ。
第二世代までは情報ビジネスに限らず何かを売るためにはホームページが必須でした。
ホームページを持たないのであればアフィリエイトしか出来ないというのが第二世代まで。しかし第三世代はプラットフォームの進化でホームページを持たなくても販売することが出来るようになりました。
以上が大きく変わった点です。
ではここからは早速、実行に移していきましょう。
何事もそうですが、知識はそこそこで十分。ここまで書いたことを抑えて、あとはさっそく実行に移していきましょう。

第4章　noteを始めよう

では、さっそく実践に入っていきますが、第三世代情報ビジネスは色々なプラットフォームを使っていきますがまず初心者の方はnoteから始めていきましょう。

https://note.com/

[bookmark: _GoBack]noteとは、文章、写真、音楽、動画、つぶやき、などを気軽に投稿し、作り手とフォロワーとをつなぐサービスです。noteのアカウントを作成することで、これらのコンテンツを投稿できるようになります。文章は、ブログ記事のようなもので、文章を書いて、行間に画像や動画を投稿することができます。
装飾はほとんど出来ません。できるのは太文字にする程度で、これは言い換えれば完全コンテンツ勝負とも言えます。一方でHTMLやCSSなどのプログラミ
ング言語を使用しなくても投稿できるので、思ったことをすぐに投稿できます。
音声は、ミュージシャンなどが自分の歌った音声データなどを投稿して共有す
ることができるものです。音声と画像を組み合わせるなど、自由度も高いです。
動画は、YouTubeの動画リンクなどを共有できます。文章や画像だけでは伝わ
らないことを動画で補足するなどの使い方ができます。基本的にはブログと同
じようなものです。 つぶやきは、SNSのように140字以内のテキストで投稿できるものです。リアルタイムで感じたことをそのまま発信できるので、SNSと同様の効果があります。
上記のように様々な発信ができるnoteですが、具体的にどんな活用法があるのでしょうか。

まずnoteで出来ること、その一ですがまず、「コンテンツの有料化」です。
自身が作成したコンテンツを無料で公開できる他、有料でも公開することがで
きます。 例えば、FXトレーダーが自身で先月100万円勝った方法を記事にし
たとしましょう。でも記事を書いているうちに「このノウハウを無料で公開するのは惜しいな」となった場合、そのコンテンツを100円～10,000円で値付けをして、有料で公開することができます。
また、noteにはプレミアム会員という有料会員があり、プレミアム会員になると10,000円の上限が50,000円になります。
このように、自身のコンテンツを有料化することで、コンテンツに価値を生み出せます。
さらにnoteでは「マガジン」という、作成したコンテンツをカテゴリーごとにまとめられるものがあり、作成したコンテンツを「マガジン」でまとめて販売することも可能です。プレミアム会員になると、さらにこの「マガジン」を定期購読販売することもできます。
noteで出来ること、その二がSNSと同じように、ユーザー同士でアカウントを
「フォロー」することができます。フォローしたユーザーはコンテンツに興味を持ってくれたユーザーで、共感を持った方が多いです。そのユーザーと、コミュニケーションをとったり、コンテンツに「スキ」や「コメント」を残したりすることで、他のユーザーにシェアしてもらうこともできます。
逆にnoteでは、できないこともあります。
まず広告を掲載することができません。通常、ブログやサイトを運営する際に、アフィリエイトリンクやGoogleアドセンスなどの広告を掲載して、広告収益を得ることができますが、noteではそれができません。 行為がNGとかではなく仕組み的に出来ないようになっています。
noteでは、広告を掲載できない代わりに、コンテンツ自体を有料化することで
収益を得る仕組みになっています。
もう一つできないことがあります。それはデザインのカスタマイズです。
ワードプレスのようにテンプレートで差別化したり配置を自由に変えたりする
ことは出来ません。では、どうやって他との差別化を図るかというと、基本はコンテンツ勝負です。いかに優れたコンテンツを提供するかがnote成功の秘訣です。
とりあえずここでは、色々と知識を入れるよりも実際に触ってみた方が早いと
思いますので、さっそく始めてみましょう。

まずnote にアクセスします。
https://note.com/
アクセスしたなら画面右上の部分から「新規登録」を行いましょう。
ニックネームは本名である必要はありません。
メールアドレスを正しく入力しましょう。
パスワードは忘れないものを入力します。
利用規約を一通り読んでチェックを入れてください。
最後に「登録する」を押して完了です。
次に興味あるジャンルにチェックを入れていきますが、ここはあまり関係ない
ので適当で結構です。
先ほど選んだジャンルに関連した主に著名な方のnoteが表示されますが、いったん、すべてのチェックを外して次へ行きましょう。
これでnoteの登録は完了です。
どこよりも簡単に登録が終わりましたが、肝心なのはここから。

現時点では登録されただけでMYページが全く出来上がっていません。
ここで一つ重要なことを言います。
過去にも僕は様々なビジネスを皆さんに教えてきました。
例えばフェイスブックページを使った稼ぎ方やtwitterを使って稼ぐ方法など。
こうしたSNSを使った稼ぎ方で結果の出ない人は決まってMYページが適当過ぎるということ。
例えば自己紹介欄に「〇〇と申します。よろしくお願い致します」とだけ…
こういうのを見るたびに僕は「この人やる気あるのかな」と思ってしまう。
自己紹介なのだから、やっぱり自分を売り込む必要があります。過去にどんなことをしてきたかとか、得意なことは何か、どこに住んでいるか、どんな仕事をしているか、出来るだけ作りこんでいくのが重要です。
それは、あなたがお金を払う側の気持ちになれば分かります。
プロフィール写真もなし、自己紹介は一行だけ、どこの誰かもまったく分からない人から何か買おうと思いますか？思わないですよね。
けど、結果が出ないと言っている人のほとんどが、これをやっているのです。MYページを適当に作る。これは稼ごうと思った時の絶対にやってはいけないNG行動です。

まず画面上の、顔のマークを押します。
次に自分の名前をクリックしましょう。
ここに半角英数字でIDを入れます。お好きな文字列で入力してください。
ここで作った文字列がIDになり、同時にマイページのURLにもなりますので、ここは慎重に選ぶようにしてください。
IDを取得するとマイページを編集することが出来るようになります。
ちょっと見えにくいですが、上記画像に「設定」というボタンがあります。
ここを押すと、プロフィール画像、ヘッダー画像、自己紹介を編集することが出来ます。
まずヘッダー画像ですが、ここは必ずテーマのイメージに合うものを入れまし
ょう。自分がこれから、どういった記事を書いていくか、どんなページに仕上げていくか、そのイメージに合った画像をここに入れてください。
ヘッダー画像のサイズは1600×568pxが推奨です。
ではこの画像をどこで見つけてくればいいのかという話をします。
noteを運用していくと頻繁に画像が必要となります。
例えば記事を書くたびに、記事見出し画像が必要となります。
（必ず必要というわけではありませんが、無いよりあった方がいいです）
こうした画像をどこで見つけるのかというと、方法は二つ。
一つはnote内の機能である「みんなのフォトギャラリー」を使わせてもらう。
これはnoteを使っているクリエイターが自分の画像をタダで使ってください、というとってもありがたい機能です。
実際の使い方はのちほど、記事を書くときに説明します。
もう一つは外部サービスを使う方法で、これは画像素材サービスが山ほどあり
ます。昔はこうした画像を1枚単位で購入するのが主流でしたが、今はタダで
提供しているところがほとんどです。そんな中から、最近僕が使っている無料画像提供サービスを一つ紹介しておきます。
ただ、ここを使うと僕と使う画像が被るということになります。

◆PIXABAY
https://pixabay.com/ja/

ここは登録さえも必要ないサイトでかなり高画質のセンスのいい画像を無料で
入手することが出来ます。
「みんなのフォトギャラリー」かここか、いずれかの方法でヘッダー画像を入れましょう。
次にプロフィール写真。これも本人の顔写真である必要はありません。ただ販売するコンテンツが固いものである場合、例えば税理士とか弁護士とかコンサル業とか。普通のクリエイターよりもワンランク上の信頼が必要となる職業の場合は、本人の顔写真の方がいいと思います（あくまでも任意）です。
プロフィール写真ですが最近は、イラストタイプのものが主流になってきてい
るように思います。
例えばあの堀江貴文さんのnoteはイラストを使っています。
プロフィール写真はイラストです。これはアメブロが流行った時もそうでした
が、アメブロの時にはアバターが流行りました。

そこで自分の似顔絵を作れる簡単なサービスを一つ紹介しておきます。

◆アニチャラ
https://designalikie.com/anichara/

使い方はあえて説明しませんが、いたって簡単シンプル。
顔、服、アイテムなどを好みに合わせて選んでいくだけです。
それが、あなたに似ているかどうかは別として、カッコいい自分を作りましょう。

あとはプロフィール欄です。
ここは先ほども言ったように適当に書き流すことはせず、出来るだけ多くの情報を入れるようにしましょう。
最低でも、

・どんなコンテンツを配信していくか？
・今はどんな活動をしているのか？
・これまでどんな活動をしてきたのか？
・普段の活動はどういったことをしているのか？
・得意なこと、苦手なことは？

これぐらいは入れるようにしましょう。

第5章　コンテンツを配信する

さて、実際にコンテンツを作っていくわけですが、まず自分がどんなテーマでコンテンツを作っていくかを、じっくり検討しましょう。
先ほども言ったように、もう今は何でも売れる時代です。これが良いか、あれが良いか、これは売れるか…など考える必要はありません。（とりあえず）
自分の好きなこと、興味のある分野でコンテンツを作ってください。
ここでよくある相談ですが…
「何もありません」という質問。もうこういう質問はやめてくださいね。
何もないわけがない。あなたは毎日黙って24時間過ごしているのでしょうか？
もしそうであれば、それの方が珍しくてネタになるかも知れません（笑）
とにかく、興味のある事、好きなこと、普段の自分、何でもいいのでコンテンツにしてみるということが大事です。料理を作っている主婦であれば料理をネタにするとか、ドラマを見るのが好きだというのなら、ドラマのレビューとか、いま片思いをしているというのなら、その気持ちを文章にしてみるとか、
今あなたが思っていること、経験していることは、必ず他の誰かの役に立ちます。

これを販売してやろうと思うから前に進めないのであって、まずは売ることは
考えず「世にコンテンツを出す」ということが先決です。
第三世代情報ビジネスでは「商品を売る」という感覚ではなく「提供していたらお礼がもらえた」という感覚に近いです。
だから、まずは売ることを考えずに無料で提供することを考えてください。
思考停止は悪だと思っているので、「何もない」、だったらどうするか？と考える癖をつけてください。

配信するテーマが決まったら早速コンテンツを作っていきます。
画面右上に「投稿」というボタンがあります。すべてのコンテンツはここから投稿します。
テキスト、画像、つぶやき、音声、動画からコンテンツを選ぶことが出来ます。
テキストはブログのようなもの、画像はスマホなどで撮った画像を投稿できます。
Twitterなどのつぶやきを投稿することも出来ますし、文字入力が苦手な方は音声でコンテンツを作ることも出来ます。またユーチューバーのように画像をコンテンツにすることも出来ます。
自分が配信するコンテンツのアイコンをクリックしてください。
ここでは最も多いであろうテキストでのやり方を説明していきます。

こうした画面が現れると思います。まず画像のアイコンをクリックして記事に
合うようなイメージ画像を入れてください。
ここで「みんなのフォトギャラリーから画像を挿入」を選ぶとnoteに登録され
てある無料の画像を使うことが出来るようになります。
もしくはPIXABAYのような無料画像サービスを使って画像をアップロードしま
しょう。
画像の挿入が終わったら記事タイトルを入れるのですが、これはnote攻略で最
も重要なところになるので、いったん飛ばします。記事を入れたら、本文を書いていきますが、はじめは誰もが文章は下手です。だから気にすることなく、どんどん書いていって欲しいのですが文章を書くときの絶対にやってはいけないNG行為だけをここでは少し説明しておきます。

◆やってはいけないこと

・他人の文章をコピーすること。
（これは絶対にNGで違法となり罪としてはかなり重たい量刑になります）
・画像も同じでコピーはNG
・誇大的な表現
・暴力的な表現
・ダイエットのビフォーアフター画像
・口座の残高などを載せて煽る行為
・根拠のないお客様の声

中には違法ではないものもありますが、基本的にnoteではこういった文章や画
像は極端に嫌われますし、運営会社の裁量でIDが削除もしくは売り上げがある
場合は売上凍結処置になる場合もありますので、くれぐれも気を付けてくださ
い。
これを注意したうえで、あとは練習を重ねるつもりで、どんどん記事を書い
ていきましょう。

◆どれぐらいの頻度で更新を行えばいいのか？
これはもう結論が出ていて、結論から言うと毎日です。
毎日なんて無理という人は、そこで稼ぐのをあきらめてください。
そもそもnoteは本来のブログの性質を持ちながらSNSのような特性も持ち合
わせていますので「つぶやき」なんて数秒あればできますよね。
これさえできない人は、もうこの先何をやっても稼げませんから、無理ならここであきらめてください。
では、なぜ毎日行わなければいけないのか？
それが第三世代情報ビジネスの要でもある「信頼・信用」です。
毎日更新することによって、もちろん読者からは強い支持を集めることが出来
ますが、それ以外にも運営会社からの信頼も得ることができます。
noteに限らずこうした類のビジネスはアクセス数が成功の一つのポイントにな
ります。
noteの場合で言うと、運営会社からの信頼を得ると「編集部からのお
すすめ」に掲載してもらえることがあるのです。
するとアクセスが爆発的に上がります。ブログよりもはるかに簡単に更新ができるnoteすから、ぜひ毎日更新を心掛けてください。
これを3ヵ月も続ければ必ずいいことがあります。
ちなみにnote運営会社も毎日更新は勧めていて、毎日更新できるような様々なフォローがなされています。
例えばコチラ。
noteではアクションにあわせてバッジが取得できます。
その中に「毎日連続投稿」というものがあり、連続日数に応じてバッジが貰えます。
こうした運営会社からのフォローも励みにぜひ毎日更新を心掛けてください。
はじめる前は「毎日は無理」と思うかも知れませんが要領を掴めばなんて事はないし、どうしても更新できない日は「つぶやき」で誤魔化すのもアリだと思います。（更新しないよりはマシです）

第6章　note成功を左右するタイトル

noteは今、日本で一番盛り上がっているプラットフォームの一つです。
そんなnoteには日々沢山の投稿が寄せられています。
そんな大量の記事の中であなたの記事に目をとめて頂くためにはどうしたらいいのか？
答えは「タイトル」です。記事タイトル、ここが全てと言っても過言じゃありません。ちょっとこれは極端な例を持ってきましたが分かりやすいと思います。
ビジネスジャンルの記事の一覧を見てみると、その中に「アフターコロナのデザイナーの生き方」というタイトルがあります。
2020年2月から世界も日本もコロナパニックに陥っています。
そんな中、これはちょっとズルいパターンではありますが、「コロナ」というキーワードを使えば、自然とアクセスは上がるのです。そしてその結果、この記事にはハート（スキ）が25個も付いています。
他の記事は1個か2個ぐらいということを考えると25個がいかにインパクトあるかということが分かると思います。
これはnoteの仕組みから考えても文章の中身云々よりもタイトル勝ちというこ
とです。
さらに読者の目に留まるということは編集者の目にも止まるということ。
編集者の目に留まると、それだけ「編集者のおすすめ」に掲載される確率も上がります。
こうした理由からnote での成功の秘訣は「記事タイトル」にあることは間違いありません。
第7章　有料に切り替えるタイミング

さて、基本的なnoteの運用の仕方、成功の秘訣はタイトルにあるという話をここまでしてきました。いよいよあなたのnoteを収益化していきます。収益化はいたって簡単。ただし、簡単というには、ここまでのステップがしっかり出来ていればの話です。

１・毎日更新する
２・タイトルを工夫する

この二つが重要でしたね。この二つが出来ているかどうかは、フォロワー数とサポート金額である程度、成果を測ることが出来ます。まずフォロワー数ですが、ざっくりですが、100人程度が一つの判断基準になると思います。
noteは他のSNSに比べるとフォロワーがなかなか付かない仕組みになっていま
す。よほどコンテンツに興味を持った人しかフォローしないからです。
ただフォロワーを増やそうと思えばいくらでも増やせます。
それは他のSNS と同じように、まずはこちらからフォローすること。
すると約１〜2割程度の人はフォロー返しをしてくれます。
つまりこちらから1000人フォローすれば100人は集まるということです。
しかし、その数字には意味がないと思っています。
なぜならこの100人は正当に評価された数字じゃないから。
そういった意味でも、あなた自身も本当に興味ある人しかフォローはしないようにしましょう。
もう一つの判断基準がサポートという仕組みです。
noteにはサポートという仕組みがあって、無料でコンテンツを提供していても「投げ銭」をしてくれる方がいます。
投げ銭は100円からになりますが、8割は100円です。
しかし塵も積もれば山となるで、この投げ銭も意外とバカには出来ません。
投げ銭をよくされるクリエイターは次のような人。

・初心者なのに毎日頑張っている
・単純に凄いコンテンツを作る
・無料とは思えないコンテンツ

主にこうしたクリエイターに投げ銭は集まります。そして残念なことに、やはりSNSの特性もあるせいか、男性よりも女性の方が投げ銭は集まるというデータもあります（笑）
だからと言って、男性が女性を装って運用することはあまりおすすめできませ
ん。
やはり第三世代は信頼、信用、真面目に、がキーワードですからね。
この投げ銭が頻繁に発生するようになると、無料から有料への切り替え時期か
も知れません。
ただ、フォロワーも増えない、投げ銭もないという状態でも有料で上手くいった例は沢山ありますので、やはり一つの目安にしかなりません。
しかし、有料に切り替えて上手くいっている人の共通点が一つだけあって、それはコンテンツの数です。
やはり有料コンテンツは投げ銭とは違って、いくら金額が安いといっても「買う」という意識になりますので、買う側はそれなりに慎重になります。
そこで見ているのが、やはり過去の記事でしょう。
過去の記事がそれなりの数がしっかりあって、更新もなされているとなると信用に値するということだと思います。
感覚的には100事が一つの目安です。
まずは無料でコンテンツを100個つくり。
そこから有料に切り替えると上手くいくでしょう。
「そんなの面倒だ、俺はすぐに有料で行く」という人もいますが、100％失敗しますし最悪は運営会社にクレームが多数入ってID 削除となる場合もあります。
ですから「急がば回れ」ではありませんが、土台を作るという意味でも、まずは100個の無料コンテンツ作りからです。
それにしても毎日更新すれば3ヵ月ちょっとで達成です。

◆有料にするには

仕組み的に有料コンテンツにするのは非常に簡単です。
まず無料と同じように記事に画像とタイトルを入れていきます。
公開設定の画面で「有料」にチェックを入れます。
価格はまずは100円からです。初心者が500円以上を付けると、ほぼ失敗しま
す。
ここで言う失敗とは信頼を失うということなので、復活は難しくなります。
「返金申請は受け付ける」にした方がいいでしょう。
これも信頼に直接関係してきます。
また、どこからを有料にするかを決めることができます。
このようにnoteでは無料エリアと有料エリアに分けることによって収益化を図るわけです。つまりすべてブログで完結してしまうということ。
冊子を作るでもPDFファイルを作るでもありません。
無料と有料をエリア分けするだけです。
どういった感じかイメージが湧かない人は勉強だと思って100円のコンテンツ
を実際に買ってみると良いかと思います。
仕組みとしてはとってもシンプルですよね。
これなら私でもできる！と思った人が多いのではないでしょうか？
その通りです。noteがなぜ、いまここまで大人気かというと、これまでネット
ビジネスにチャレンジしてきたけど稼げなかったという人の声を聞いて作られ
たプラットフォームだからです。
だからどこまでも簡単に作られています。

◆マーケティングはtwitterのみ

さて、コンテンツを有料化しましたが、思ったように売れない場合もあります。
基本、noteは積み上げ型のプラットフォームなので公開したからといってすぐに売れるものではありません。ユーザーに検索されたり、運営会社の目に留まり紹介されたり、他のクリエイターに紹介されることで徐々に売れていくものです。
基本は、これを待つだけになり自分自身でマーケティングは出来ません。
ただし、noteはなぜかtwitterとの相性だけはバツグンに良いです。
twitterはご存じ、タイムライン型のプラットフォームなので積み上げ型、資産型のnoteとは相性がいいのでしょう。
だから、ぜひtwitterでは有料、無料に限らず更新した時は告知するようにしましょう。
noteはtwitterと連動しているのでボタン一つで告知ができます。
これだけは必ず行うようにしましょう。
ちなみにフェイスブックとも連動していますが、フェイスブックに告知しても、ほとんど効果はない様に思えます。

◆マガジンを活用する

noteの基本機能のひとつにマガジンがあります。マガジンとは一般ブログで言うところの「カテゴリー分け」です。
そして、このマガジンごとを有料コンテンツとすることも出来るのです。
購入する方としては記事一個を買うより、マガジンで買った方が断然お得感が出るので、有料コンテンツはこっちの方が成約しやすくなっています。
マガジンの作り方もいたって簡単シンプル。
まずマイページから「マガジン」のタグをクリックします。
「マガジンを作る」をクリックしてください。
まずマガジンのヘッダー画像を入れます。推奨は1600×568pxです。
次にマガジンタイトルを入れます。
これがブログでいうところの「ブログタイトル」になります。
マガジンの説明文を入れます。
最後に有料か無料かを選択してください。
あとは日々書いた記事をここに入れていくだけで、マガジンとしてのコンテンツがどんどん膨れ上がって価値も出てきます。
ここではじめのうちは100円で売って、コンテンツが積みあがってくれば500円、1500円、2000円と上げていくという感じです。
いきなり高い値段で売ってはダメですよというのは、他のクリエイターはほとんど、このマガジンを売っているからです。
コンテンツ一個一個を売るのではなくマガジンとしてのパッケージを比較的高い値段で売るということですね。
マガジンが出来上がってくれば、収益は一気に上がってきます。

◆プレミア会員になるタイミング

noteにはプレミア会員というサービスもあります。どういったものかまずは見てみましょう。

note プレミア会員（月額500 円）
https://note.com/premium

このプレミア会員は何かというと、一言でいえば大きな収入を狙うクリエイタ
ーのためにあります。
主に使う機能は二つあって、一つは作れるマガジン数をアップさせる。
無料会員では作れるマガジン数は21個までですがプレミア会員になると1000個まで増やせます。
これはブログを1000個持つに等しいインパクトがありますので、ヘビーユーザーにとっては見逃せないサービスです。
次に有料コンテンツの価格を上限10,000円から50,000円にアップできます。
ひとつのマガジンに記事がたまっていくと場合によっては10,000円での販売で
は安すぎるということにもなってきます。
そんな時はプレミア会員を使って上限10,000円のリミッターをカットします。
プレミア会員への切り替え時期の目安としては、コンテンツが500個を超えた
あたり、マガジンが20個を超えたあたり、収益が50万円を超えたあたりかと
思います。
この辺りを目途に、切り替えを検討してみてください。

第8章　note最大のリスクを回避する

noteは、これまでないとても優れたプラットフォームです。そのため今は爆発
的な人気となっていて、この盛り上がりは一時期のアメブロを思い出すほどで
す。しかし、ここにnote唯一の欠点があります。その欠点は、今までのプロバイダーとも変わりはありません。それが規約です。
こうしたプラットフォームに収益を頼ることは実は危険なことでもあります。
例えばnoteを副収入として、無くなってもさほど打撃を受けない人であれば問題ありません。しかしそうではない人、もしくはnoteの収入も月収が100万円を越えれば、誰でもこの収入がスタンダードになり、無くなったら困る収入になると思います。
こういう人にとって、プラットフォームに依存することは非常に危険です。
例えばnoteは株式会社ピースオブケイクという会社が運営していますが、この会社が規約を変えてきたら一発でアウトになる場合もあります。
例えば過去にはアメブロがそうでした。ある日、いきなり商用はNGにしますという規約に変えてきたのです。
これは想像の域でしかありませんが、アメブロは、それまで一般ユーザーを中心として会員を集め企業価値を高めてきた企業でした。
しかし、ある時から芸能人のブロガーを集めに走ったのです。そうなると一般ユーザーの中でイメージの悪いブロガーは邪魔になるのです。そこで極端に煽ったりする商用ブログを一⻫に排除してきた歴史があります。つまり、IT企業というのは、ある一定のところまでは緩い規約で会員を集め、企業がある程度大きくなってきたら企業価値を守るために規約を厳しくする傾向があるのです。
そうしたことからおそらくnoteも今後、規約が変わり販売条件が厳しくなる可
能性はあります。
それを回避するためには有料コンテンツに切り替え、ある程度実績が出るようになってきたらnoteと全く同じものを独自サイトでも運用していくことを強くおすすめします。
具体的にはオウンドメディアを運用するということです。
オウンドメディアであれば絶対になくなることはありません。
なぜかというと、運営者はあなただからです、どこの企業にも依存はしません。
ただし、noteのような機能は一つもないので運用は大変ですしリスクはありま
せんがメリットも少ないです。だからnote消滅の保険としてオウンドメディア
を運用するということ。
「でもオウンドメディアは難しいのでは？」
確かにnoteに比べれば100倍難しいです。ですが、このビジネスで有料に切り
替えるところまで来たあなたであれば、きっとできるはずです。
やっておいて損はありません。
オウンドメディアはよく聞くワードプレスを使ってnoteと同じようなものを作っていきます。
ワードプレスを使ってブログを作るのに必要なものは3つ。

1・レンタルサーバー
2・ドメイン
3・テーマ

ひとつずつ説明していきます。
オウンドメディアを作るにはまずレンタルサーバーが必要です。
数あるレンタルサーバーの中で、もっとも人気があって、ワードプレスとの相性がいいのが「エックスサーバー」でしょう。

■エックスサーバー
https://www.xserver.ne.jp/

お申込みボタンを押して流れに沿って記入するだけなので詳細は省きます。
途中、プランを選ぶところがありますが、個人ブロガーであれば「X10」プランで十分かと思います。
後々、スーパーブロガーを目指すという方でも「X20」もあれば良いでしょう。
違いは容量の違いだけです。
続いてドメインを取得します。

サーバーの契約が済んだらサーバーにワードプレスをインストールします。
ここまで来たらもう簡単です。
エックスサーバーへログインして管理画面でワードプレスをインストールします。
これでワードプレスを始めることが出来ますので、noteに書いた記事を、こちらにもコピペするようにしていきましょう。
するとnoteとワードプレスの二つを運用していくことになるので安心です。
今回のビジネスでホームページは必要ありませんと言いましたので、ここは省略可能ではありますが、保険を掛けておくという意味においては、そんなに難しいことではないので、やっておいた方がいいかと思います。

第9章 note以外のプラットフォームへ

これは情報ビジネス第一世代の時もそうでしたが、ASPを一つに絞る必要はま
ったくありません。
例えば第一世代の時で言えば、インフォトップ用にサイトを作ったとします。これが出来上がったなら、それを全くコピーして他のASPへも登録すれば、それだけ売り上げは増えていきます。
例えばインフォカートとかインカムスなどといったASPが沢山あったので、そういったところへ片っ端から登録を行えば、それだけで多くのアフィリエイターが自分の商品を勝手に売ってくれました。
行う作業はコピペだけですので、これをやらない人はバカでしたよね。
今回の第三世代も同じことが言えると思います。
noteは第一世代でいうところのインフォトップです。
確かに中心的存在ではありますが、ここが全てではありません。
例えば同じようなサービスで下記のようなところもあります。

◆tumblr
https://www.tumblr.com/

ここもnoteのようなプラットフォームです。
どうせコンテンツは作るのですから、あとはコピペするだけ。
登録は多ければ多いほどいいです。

次にちょっとnoteとは趣旨が異なりますが、ココナラも最近、最大級の盛り上
がりを見せています。

◆ココナラ
https://coconala.com/

僕個人的にココナラはnoteを超えるポテンシャルを持っていると思っています。
なぜかというと、私がココナラに目を付けたのが2019年末ぐらいです。
この時も確かに盛り上がってはいたのですが、力強さに欠けていました。
しかし、あれからわずか3ヵ月（2020年3月）凄い人気で、アクティブユーザ
ーも商品登録数も爆発的に増えているのです。
昨年末、勝手に見切ってやめてしまいましたが、早くも後悔しています。今からでも全然遅くはないと思いますので、第三世代情報ビジネスの一角としてココナラも初めてみてはいかがでしょうか。

◆BASE
https://thebase.in/

次の候補はご存じ、BASEです。
私は決済だけにBASEを使っていましたが、BASEも色々な使い方ができます。
最近になってデジタルコンテンツ販売も開始され、note同様にホームページいらずでデジタルコンテンツを販売することが出来ます。
ただしnoteのようにプラットフォームだけで完結はしません。
BASEも集客力がありますので、商品登録だけしておけば、売上の自然増が望め
ます。
最低でもnoteの他にもここで紹介した3つはやっておくと良いかと思います。
この中から将来生き残るプラットフォームが出てくる可能性も高いですし、今
のところBASEがかなり走っているような感じはあります。

おわりに

さて、具体的な内容はここまでですが、ある意味ではここからが最も重要と言えます。
第三世代でのビジネスは簡単がゆえに誰でもできます。しかし私は結果を出す人の数は今までとさほど変わらないのではないかなと思っています。
なぜかというと多くの人はマインドが変わっていないから。
ここに書いてあることを無視し始めてしまうからです。
結果を出したいのなら、ここに書いてあることを軽視せず、何度か読み返してマインドを変えていきましょう。

■ビジネスの理解
ネットビジネスをお小遣い稼ぎや片手まで稼げるものと考えている人が多いで
すが、正直その考えでは稼げません。
情報ビジネスやアフィリエイトを含めネットビジネスはビジネスとして捉える必要があります。
ビジネスであるということは価値を提供することで、その対価として報酬が発生するということです。
ビジネスという観点で考えた場合、あなたは一体何を提供してその対価として
報酬が発生するのか？を理解しておく必要があります。

サイト運営者やアフィリエイターが提供するものは「情報」です。
有益な情報を提供することで、その変わりに人の役に立ち報酬が発生するとい
うことです。
ということは、サイト運営者やアフィリエイターにとって大事なスキルとして、「情報収集能力」だと言えます。
情報を収集してきて、それをサイトなどの媒体でわかりやすく伝えることで価値が生まれるわけです。
つまり、あなたが「情報収集能力」を鍛えるためにまずやらなければいけないことはわからないことは、まずは自分で調べる癖をつけるということです。
どんなわからないことでも、検索エンジンを使えば必ずどこかに記述されています。
わからないものに対して調べて理解できる能力が身に付けば、検索エンジンを味方に付けることができます。
そうなればどうなると思いますか？もはや、あなたにわからないことはなくなります。
検索エンジンで調べれば全て理解できるわけですから。
例えばアフィリエイトで商品を紹介する時に他の人がこういう情報を必要だろ
うな？と思うことをその人の変わりに探してきて提供してあげればいいだけで
す。
役に立つ（価値を与える）ことが出来れば、そこから商品を買ってくれるでしょう。

■初心者意識を改める
次に稼ぐための思考として、「初心者意識を改める」必要があります。
どういうことかと言いますと、本書を一通り読んだら、今後一切「初心者」という言葉を使わないようにしてください。
というのも、「初心者」という言葉は、自分自身が使うとただの逃げ道でしかないからです。
「まだ初心者だからわかりません。」
「初心者だから稼げるようになってから実践します。」
「初心者なので丁寧に教えてください。」
これは、稼げない人がメールでされる質問の中で共通して使われる言葉です。
これを言っている時点で、ずっと稼げないといっても過言ではないです。
なぜなら、初心者だからまだやらなくてもいい。という逃げの姿勢だからです。
本書では、どんなに今初心者な人でも実践出来るレベルから記述していま
す。そのためやってやるという姿勢さえあれば、誰だって出来ます。
そのため初心者意識は今この瞬間、なくしてください。
初心者という言葉を使ってもあなたに何のメリットもない上、自分の力を知らぬまに抑制してしまうデメリットしかない。
「初心者だから」はあなたの可能性を潰し稼げなくする悪魔の言葉です。

■「ググる」の習慣を身につける
これから、ネットビジネスマンとして稼いでいく上で一番始めに身に付けるべ
きスキルをお話します。
逆に、このスキルを身に付けなければ、ネットでは稼げないと思って貰ってもいいでしょう。
その最初に身につけるべきスキルとは…
「ググる」です。
ググるとは、グーグルで調べるということです。
どういうことかお話します。
まず、ネットビジネスの仕事の本質というのは、まず色々な角度で情報を調べ、その調べた情報を知らない人にわかりやすく伝えてあげる仕事です。
つまり、私達にとって一番大事なスキルは「情報収集能力」です。
これは前述しているのですが、本当に重要なので繰り返し違う角度でお話します。自分が知らない情報を如何に自分で調べて知識として会得していくのか？これが出来ないとネットビジネスマンとして飛躍は難しいと思ってください。なので、日頃から情報収集能力を身に付けていく必要があります。
じゃあ、どうすれば情報収集能力が身につくのか？
答えは非常に簡単です。
わからないことが出てきたら、まず自分で調べてみる。
ということです。
よく、調べればすぐに解決出来ることを平気で質問する人がいますが、そういう人に限って稼げるようになった人は見たことありません。
例えば、「SEO」の意味についてこの教材では、あえて説明しませんでしたが、分からなければネットで調べてみて下さい。
SEO対策をグーグルの検索エンジンで調べればいくらでも答えはわかります。
本書では、かなり初歩的なことも説明を設けて解説していますがそれでもわ
からないことは出てくると思います。
そんな時は、まずはグーグルで調べてみてください。
まずは自分で調べるということを身に付けない限り、稼げない理由は明確で、訪問者が求めている情報もやっぱり調べることが出来ないので稼げないわけです。
そうならないためには、必ず、分からないことは検索エンジンですぐ調べる。この癖を付けるようにしてください。
３ヶ月間でもこの習慣を身につけるだけで驚くぐらい知識が増えますし、自分が求めている情報がどこにあるかもわかるようになります。
そうなれば、もう訪問者が欲しがっている情報がどこにあるのか？分かるわけ
で、訪問者の求める情報を提供出来るのであれば、稼げて当然なので。

・自分で調べてみたけどわからない。
・実際に実践してみたけどわからない。

■本質を考えながら進める
作業を進めていく上で重要になるのが、本質を考えながら作業するということ
です。
「なぜ、このノウハウで稼げるのか？」を考えておくということです。
この部分を考えずにただ言われたままやっていると成⻑速度が低下しますし、
中々大きく稼げるようになりません。
どういういう仕組みで稼げるのか？問い続けながら進めてください。
本質が理解できれば、後からいくらでも応用を利かせることが出来ますし、ライバルと大きな差が出来ます。
その差が大きくなればなるほど、収益も膨らんでいきます。

■知識を増やしていくためには？
知識を増やしていくためにはどうすればいいのか？知識を増やすためには大き
く２種類の方法があります。

1.自分の経験から知識を増やす。
2.他人の経験から知識を増やす。

大きくはどちらかです。
そしてこの２つを組み合わせながら知識を習得していくことが大事です。自分の経験からしか学べないことというのも非常に多く、とりあえず実践しましょう。
ということを当教材で言っているのも自分の経験からしか学べないことがすごく多いからです。
だから、とりあえずでも実践して経験を積んで欲しい。
という気持ちでお伝えしています。
そして、もう一つが、他人の経験から知識を増やす。
自分で経験したことが一番自分のスキルとして吸収しやすいのですが、とはいえ、全ての事象を自分で経験しようと思えば、命がいくつあっても足りないで しょう。
そして人間が優れている点は他人の経験を自分のことのように学ぶことが出来るという点です。
なので、他人の経験、成功体験を学べるように書籍などや当教材のようなものがあるわけです。
自分で経験したことがないことは、他人の経験から学んでしまうことが一番手っ取り早いです。
じゃあ、他人から何を学べばいいのか？

・マーケティング
・心理学

どうやってモノが売れるのか？どういう心理で人がモノを買うのか？逆にどう
いう誘導をした場合に人がモノを欲しくなくなるのか？というビジネスという
視点でのモノが売れる仕組みを学ぶとネットビジネスをする上でも非常に役立
ちます。
それではあなたの検討を祈っています。
